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平 成平 成平 成平 成 1 41 41 41 4 年 度年 度年 度年 度     第第第第 2222 回 理 事 会 抄 録回 理 事 会 抄 録回 理 事 会 抄 録回 理 事 会 抄 録     
 
日 時 ： 平 成 1 4 年 7 月 2 0 日 （ 土 ） Ｐ Ｍ 1 4 : 0 0 ～ 1 8 : 5 0  
場 所 ：（ 社 ） 日 本 作 業 療 法 士 協 会  7 階  会 議 室  
出 席 ： 杉 原 （ 会 長 ）、 佐 藤 （ 剛 ）、 中 村 （ 春 ）（ 副 会 長 ）、

荻 原 （ 事 務 局 長 ）、 冨 岡 、 長 谷 川 、 古 川 （ 監 事 ）、 香

山 、 中 村 （ 茂 ）、 日 垣 、 曳 地 、 比 留 間 、 深 川 （ 常 務 理

事 ）、 岩 瀬 、 大 丸 、 長 尾 、 山 田 、 山 根 、 山 本 （ 理 事 ）、

石 塚 、 小 林 、 東 、 毛 束 、 松 房 、 岩 崎 、 千 島 （ 部 ・ 委

員 長 ）、 大 嶋 （ 士 会 連 絡 協 議 会 長 ）、 宮 前 （ 3 6 回 学 会

長 ）  
            
Ⅰ 審 議 事 項Ⅰ 審 議 事 項Ⅰ 審 議 事 項Ⅰ 審 議 事 項     
１ ．１ ．１ ．１ ．     第第第第 3 73 73 73 7 回 総 会 質 疑 応 答 内 容 の 確 認 と 対 応回 総 会 質 疑 応 答 内 容 の 確 認 と 対 応回 総 会 質 疑 応 答 内 容 の 確 認 と 対 応回 総 会 質 疑 応 答 内 容 の 確 認 と 対 応 （ 千 島 総 会

議 事 運 営 委 員 長 ） 2 0 0 2 年 5 月 3 0 日 （ 木 ） 1 6 : 2 8 ～ 1 8 ：

3 3  於 ： 広 島 国 際 会 議 場 フ ェ ニ ッ ク ス ホ ー ル 、総 会 参 加

者 3 3 8 名 、 有 効 委 任 状 数 5 ， 0 6 6 名 、 総 会 総 数 5 ， 4 0 4

名 （ 定 足 数 5 ， 0 5 9 名 ） 質 疑 応 答 内 容 ① 役 員 選 挙 方 法 の

件 、② 診 療 報 酬 改 訂 の 件 ③ 支 援 費 制 度 に つ い て 等 。確 認

と 対 応 に つ い て は 個 別 議 題 で 話 し 合 う 。  → 承 認  

 

２ ．２ ．２ ．２ ． 規 約 改 定 （ 選 挙 方 法 ・ 名 誉 会 長 ・ 表 彰 ）規 約 改 定 （ 選 挙 方 法 ・ 名 誉 会 長 ・ 表 彰 ）規 約 改 定 （ 選 挙 方 法 ・ 名 誉 会 長 ・ 表 彰 ）規 約 改 定 （ 選 挙 方 法 ・ 名 誉 会 長 ・ 表 彰 ）（ 松 房 規 約 委

員 長 ）① 選 挙 方 法 … 将 来 的 に は 電 子 投 票 を 視 野 に 入 れ 、

全 会 員 郵 送 投 票 と す る 。 ② 名 誉 会 員 規 程 … 7 0 歳 以 上 、

年 に 1 人 以 内（ 初 年 度 は 人 数 制 限 し な い ）。特 典 と し て

総 会 に 出 席 し 意 見 を 述 べ る こ と が で き る が 、 議 決 権 は

な い 。 ③ 表 彰 規 程 別 記 様 式 改 訂 … 表 彰 委 員 会 提 案 の 様

式 に 改 訂 す る 。  → 承 認  

                                                                                                   

３ ．３ ．３ ．３ ．     学 会 評 議 委 員 会 答 申 内 容 の 確 認学 会 評 議 委 員 会 答 申 内 容 の 確 認学 会 評 議 委 員 会 答 申 内 容 の 確 認学 会 評 議 委 員 会 答 申 内 容 の 確 認（ 岩 崎 学 会 評 議 委 員

長 ） ① 会 開 催 に 関 わ る 学 会 と 協 会 の 連 携 の あ り 方 ② 学

会 運 営 の 手 引 き の 見 直 し ③ 学 会 補 助 金 の 見 直 し ④ 学 会

長 の 選 考 の あ り 方 ⑤ 学 会 発 表 の 資 格 に つ い て ⑥ 学 会 評

議 委 員 会 の 機 能 に 関 す る こ と 等 の 答 申 内 容 を 確 認 。 さ

ら に 検 討 す る 。  → 継 続 審 議                 

 
４ ．４ ．４ ．４ ．     支 援 費 制 度 に 対 す る 協 会 対 応支 援 費 制 度 に 対 す る 協 会 対 応支 援 費 制 度 に 対 す る 協 会 対 応支 援 費 制 度 に 対 す る 協 会 対 応 （ 杉 原 会 長 ・ 中 村 （ 春 ）

副 会 長 ） 対 応 策 と し て ① 制 度 に 関 す る 協 会 意 見 書 を 8
月 三 役 会 で 作 成 、 9 月 の 理 事 会 に 提 示 す る 。 ② サ ー ビ

ス 領 域 へ の 作 業 療 法 士 の 配 置 促 進 ③ サ ー ビ ス の 質 の 確
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保 ・ 向 上 ④ 卒 業 前 教 育 へ の 組 み 入 れ 等 。 渉 外 部 で 情 報

収 集 、 将 来 的 に は 新 設 部 署 、 た と え ば 障 害 福 祉 部 （ 仮

称 ） の 設 置 を 考 え る 。   → 承 認  

 

５ ．５ ．５ ．５ ．     賛 助 会 員 及 び 正 会 員 の 入 退 会賛 助 会 員 及 び 正 会 員 の 入 退 会賛 助 会 員 及 び 正 会 員 の 入 退 会賛 助 会 員 及 び 正 会 員 の 入 退 会 （ 荻 原 事 務 局 長 ） 4 / 1
～ 7 / 1 7 ま で の 新 入 会 者 合 計 1 ，9 1 7 名 。退 会 者 1 名（ 死

亡 退 会 ） 7 / 1 7 現 在 会 員 数 1 7 , 0 0 7 名 。 養 成 校 6 校 、 企

業 1 社 よ り 賛 助 会 員 入 会 希 望 （ Ｃ 会 員 ）。 情 報 が 不 明

瞭 な の で 、 資 料 を 再 提 出 す る 。    → 継 続 審 議   

 

６ ．６ ．６ ．６ ．     第第第第 3 93 93 93 9 回 学 会 に つ い て回 学 会 に つ い て回 学 会 に つ い て回 学 会 に つ い て （ 岩 崎 学 会 評 議 委 員 長 ） 第 3 9

回 学 会 候 補 地 と し て 茨 城 （ 会 場 ： つ く ば 学 園 都 市 ） が

立 候 補 、 実 態 調 査 の 上 、 再 度 提 案 。   → 継 続 審 議  

 

７ ．「 作 業 療 法 全 書 」の 見 直 し に つ い て７ ．「 作 業 療 法 全 書 」の 見 直 し に つ い て７ ．「 作 業 療 法 全 書 」の 見 直 し に つ い て７ ．「 作 業 療 法 全 書 」の 見 直 し に つ い て（ 岩 瀬 教 育 担 当 理 事 ）

I C I D H の 記 載 箇 所 を チ ェ ッ ク 。「 補 遺 」 の 形 で 情 報 が 入

る よ う に 出 版 社 に お 願 い す る 。 次 の 全 書 の 編 集 に 際 し

て は 使 わ れ て い る 言 葉 の 変 化 や 法 律 の 変 化 を 盛 り 込 ん

だ 形 で 編 集 作 業 を し て い た だ く 。 教 育 部 で 案 を つ く り

理 事 会 に 提 示 す る 。    → 承 認  

 

Ⅱ 報 告 事 項Ⅱ 報 告 事 項Ⅱ 報 告 事 項Ⅱ 報 告 事 項     
１ ．１ ．１ ．１ ．     第第第第 3 63 63 63 6 回 日 本 作 業 療 法 学 会 報 告回 日 本 作 業 療 法 学 会 報 告回 日 本 作 業 療 法 学 会 報 告回 日 本 作 業 療 法 学 会 報 告 （ 宮 前 学 会 長 ） 参 加

者 数 2 ， 7 0 3 名 。 運 営 に つ い て Ｐ Ｃ Ｏ の （ 株 ） イ ン タ ー

グ ル ー プ に 依 頼 。ス カ イ パ ー フ ェ ク よ り 2 0 講 座 の ビ デ

オ を 8 月 末 に も ら い 、 5 セ ッ ト ダ ビ ン グ し 、 学 校 、 県

士 会 で 保 有 す る 予 定 。 反 省 点 と し て 会 場 設 定 が 適 切 で

な か っ た た め 狭 す ぎ た り し た 。 ポ ス タ ー 展 示 に 不 備 な

点 が あ っ た 等 。 全 般 的 に は 充 実 し た 学 会 で あ っ た 。  
 
２ ．２ ．２ ．２ ．     W F O TW F O TW F O TW F O T 代 表 者 会 議 及 び 国 際 作 業 療 法 学 会 報 告代 表 者 会 議 及 び 国 際 作 業 療 法 学 会 報 告代 表 者 会 議 及 び 国 際 作 業 療 法 学 会 報 告代 表 者 会 議 及 び 国 際 作 業 療 法 学 会 報 告 （ 佐 藤

（ 剛 ） 副 会 長 ） 第 2 5 回 代 表 者 会 議 6 月 1 6 日 、 2 1 日 於

M a r i e  F r e d 日 本 代 表 ： 佐 藤 剛 、 佐 藤 善 久 。 W F O T 教 育 最

低 基 準 承 認 、 役 員 選 挙 等 。 第 1 3 回 国 際 O T 学 会  於 ：

S t o c k h o l m  日 本 作 業 療 法 士 協 会 の ブ ー ス 展 示 。 自 助 具

に 関 心 が 高 か っ た 。  
 
３ ．３ ．３ ．３ ．     診 療 報 酬 改 訂 そ の 後 の 状 況診 療 報 酬 改 訂 そ の 後 の 状 況診 療 報 酬 改 訂 そ の 後 の 状 況診 療 報 酬 改 訂 そ の 後 の 状 況 （ 東 保 険 部 長 ） 学 会 時 に

都 道 府 県 連 絡 協 議 会 主 催 実 務 者 研 修 会 の 参 加 者 か ら の

ア ン ケ ー ト 結 果 、 1 9 県 士 会 か ら 回 答 。 現 状 を 把 握 し て
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い な い 県 士 会 が 多 い 。 情 報 の や り と り が 課 題 。 実 施 体

制 の 整 備 に と ま ど い が あ る 。 介 護 保 険 へ の シ フ ト の 問

題 等 。  

 

４ ．４ ．４ ．４ ．     教 育 部 活 動 （ 生 涯 教 育 シ ス教 育 部 活 動 （ 生 涯 教 育 シ ス教 育 部 活 動 （ 生 涯 教 育 シ ス教 育 部 活 動 （ 生 涯 教 育 シ ス テ ム ・ 教 育 基 準 ・ 臨 床 教 育テ ム ・ 教 育 基 準 ・ 臨 床 教 育テ ム ・ 教 育 基 準 ・ 臨 床 教 育テ ム ・ 教 育 基 準 ・ 臨 床 教 育

手 引 き ）手 引 き ）手 引 き ）手 引 き ）（ 小 林 教 育 部 長 ） 協 会 版 教 育 最 低 基 準 、 臨 床 実

習 の 最 低 基 準 、 生 涯 教 育 単 位 認 定 制 度 改 正 、 生 涯 教 育

シ ス テ ム に つ い て 意 見 を 8 月 1 0 日 ま で に 担 当 の 委 員 長

宛 、 シ ス テ ム の 件 に つ い て は 小 林 教 育 部 長 ま で 意 見 を

寄 せ て ほ し い 。  

 

５ ．５ ．５ ．５ ．     国 際 医 療 技 術 交 流 財 団 研 修 員 受 入 れ に つ い て国 際 医 療 技 術 交 流 財 団 研 修 員 受 入 れ に つ い て国 際 医 療 技 術 交 流 財 団 研 修 員 受 入 れ に つ い て国 際 医 療 技 術 交 流 財 団 研 修 員 受 入 れ に つ い て （ 佐 藤

（ 剛 ） 副 会 長 ） バ ン グ ラ デ シ ュ 、 ス リ ラ ン カ よ り 各 1

名 。 研 修 期 間 9 / 9 ～ 1 0 / 3 1 、 研 修 先 は 未 定 。  

 

６ ．６ ．６ ．６ ．     飯 田 賞 奨 励 賞飯 田 賞 奨 励 賞飯 田 賞 奨 励 賞飯 田 賞 奨 励 賞 （ 荻 原 事 務 局 長 ） 中 村 （ 春 ） 副 会 長 が

奨 励 賞 受 賞 。  

 

７ ．７ ．７ ．７ ．     そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他 ＊ 各 部 よ り 調 査 部 へ 情 報 を 流 す 場 合 は 、 各 部

の 調 査 部 担 当 を 通 し て 情 報 を 流 し て ほ し い 。  

                        


